大阪府立病院機構　２１年度計画のウエイト付けを行った項目
	番号
	項目
	ウエイト付の理由

	第１　府民に提供するサービスその他の業務の質の向上

	２
	急性期・総合医療センターの救命救急から高度リハビリまで一貫した医療の提供
	各病院が政策医療として担っている診療機能の充実を図ることは、府立の病院としての公的使命を果たす上で重要であり、また、医療需要の変化や新たな医療課題に適切に対応する上でも必要であるため、ウエイト付けを行った。

	５
	呼吸器・アレルギー医療センターのＣＯＰＤ等への診療科横断的な診療体制の確立
	

	７
	精神医療センターの再編整備
	

	８
	成人病センターの難治性がん患者に対する手術、集学的治療の実施体制の拡充
	

	１３
	母子保健総合医療センターの心のケアの充実と在宅医療の推進
	

	１５
	医師の人材確保
	医師の人材確保は、全国的に医師が不足する中で、各病院において提供する高度専門医療の水準を維持・向上させるために不可欠であり、ウエイト付けを行った。


	２５
	医療施策の実施機関としての役割

（急性期・総合医療センター）
	各病院が大阪府の医療施策の実施機関としての役割を着実に実施することは、府民の健康を支える府立の病院としての普遍的な使命であり、ウエイト付けを行った。


	２６
	医療施策の実施機関としての役割

（呼吸器・アレルギー医療センター）
	

	２７
	医療施策の実施機関としての役割

（精神医療センター）
	

	２８
	医療施策の実施機関としての役割

（成人病センター）
	

	２９
	医療施策の実施機関としての役割

（母子保健総合医療センター）
	

	３７
	患者・府民サービスの一層の向上

	患者満足度調査の結果を踏まえ、課題を抽出し各病院が計画的に患者・府民サービスの改善・向上に取組むことは、患者・府民の満足度向上に一層取組む観点から重要であり、ウエイト付けを行った。


	第２　業務運営の改善及び効率化

	７２
	運営管理体制の確立と中期的な課題等の整理

	安定した経営基盤を築くため、中期的な課題、検討策を検討することは、1期計画の4年目を迎えた法人にとって重要課題であり、ウエイト付けを行った。


	７６
	プロパー職員の採用と人材の強化
	プロパー職員採用や病院運営に関する専門的知識を有する民間人材の活用は、事務職員の専門性を高めるための重要課題であり、ウエイト付けを行った。

	８９
	収入の確保
	収入確保の取組みは、資金収支の改善を図り、安定的な病院経営を確立するための重要課題であり、ウエイト付けを行った。
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